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■工　事　名　称／アトレ亀戸増築・ＲＮ計画ＪＶ
■工　事　場　所／東京都江東区亀戸５－１－１
■建　築　主／株式会社アトレ
■設計・監理／株式会社ＪＲ東日本建築設計
■施　　　工／東急建設・東急リニューアルＪＶ
■敷　地　面　積／，．㎡
■延　床　面　積／，．㎡（増築部：．㎡）
■構造・階数／〈既存棟〉Ｓ・ＳＲＣ造地下２階地上７階塔屋２階

〈増築棟〉Ｓ造地上８階
■工　　　期／年４月日～年９月日

ベビールームと多機能トイレ

　東京都江東区にあるＪＲ亀戸駅直結の商業施設「アトレ亀戸」が
きょう日、増床リニューアルオープンする。既存棟の改修と増築
棟の建設を行い、生活密着型をテーマにしたテナント構成で生まれ
変わった。設計・監理はＪＲ東日本建築設計、施工は東急建設・東
急リニューアルが担当した。

〝食〟のフロア１階 １階　エレベーターホール

　――開業年以来初となる大規模改修と増築を行うことになった経緯を
教えてください。
　年にアトレに生まれ変わって以来、「新・下町スタイル」をコンセ
プトに、スタイリッシュなセンスとカジュアルな雰囲気を併せ持つ駅ビル
として営業してきました。リニューアルを検討していた年に市場調査を
行ったところ、鉄道・バス利用客を十分取り込めていないことがわかりま
した。親会社が用地を取得したこともあり、都バス路線都内最大規模のバ
スロータリーからのアクセス・視認性向上を掲げて増築・リニューアルを
計画しました。

　――どのような機能・サービスを拡充しますか。
　生活密着型をテーマに、さまざまな年代の方が何度も来てもらえるよう
なテナント構成を考えました。新規・リニューアルが店舗、計店舗
となります。中でも１階は食のフロアとして全面リニューアルします。ち
ょっとした待ち時間に利用できる店舗を増やします。さらに郵便局や銀行
を誘致し、地域の生活インフラとしても強化していきます。回遊性を重視
し、増築棟と既存棟を連絡通路でつなぐのではなく、各階をフラットに接
続した点もこだわりです。
　――リニューアル後の運営方針をお聞かせください。
　工事中、お客様からオープンを待ち望む声をいただきました。近隣の商
店街の方も「街の玄関口にあるアトレががんばらないと亀戸ににぎわいが
生まれない」と期待してくださっています。さらにパワーアップし、地域
全体に元気を与えられるような施設を目指します。工事に携わった関係者
の皆様のおかげで無事オープンを迎えられ、ほっとしています。ここから
はわたしたちが責任を持って、より地域に愛される店舗になれるよう努め
てまいります。
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　本計画は、年以上亀戸エリアの玄関口として地域とともに発展してき
た駅ビルの増改築計画である。駅前広場に面して増築を行い、既存デザイ
ンを踏襲しながら新たなガラスファサードを挿入し駅ビルのイメージ更新
を行った。外装は既存棟のレンガタイルを継承することにより、ずっと以前
から建物がそこにあったような懐かしさを感じられるファサードであり、
駅前広場から内部の賑わいを感じることができる施設の顔づくりを目指し
た。増築部分は既存建物の外壁に開口を開けて一体的に接続することによ
り、駅前の新たな入口から既存コンコースまでの動線をつくり、駅利用者
や周辺の方々にとって使いやすい施設とした。また増築部は既存と階高を
合わせ、段差のないフロアとすることにより、将来のレイアウト変更に柔
軟に対応できる計画とした。
　増築には、既存部分を現行基準に適合させるための昇降機設備改修、受
変電設備・消火設備更新など、店舗を営業しながら既存施設の改修を進め
る難易度の高い工事を伴ったが、既存建物の安全性・機能性などを高める
改修となった。今回のリニューアルにより、施設が一層地域の方々から愛
され、これからも街の繁栄に貢献していくことを願っている。

株式会社ＪＲ東日本建築設計　林田・福田・砥綿


